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令和２年度学校運営連絡協議会実施報告書 

 
 

１ 組織   

（１）都立両国高等学校・附属中学校 学校運営連絡協議会 

（２）事務局の構成 主幹教諭(教務主任兼務)＝事務局長、教務部員１名 計２名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長（中、高）、経営企画室長、教務主任、生活指導主任、進路指導主任、総務部主任、 

計８名 

（４）協議委員の構成 

      後援会（PTA）会長、同窓会事務局長、近隣中学校長、近隣小学校長、地域代表者１名、後援会（PTA）

副会長（中、高） 中学校卒業生代表者 計８名 

２ 令和２年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

   第１回 令和２年６月下旬予定 

    新型コロナウイルス感染症対策のため（緊急事態宣言下）、書面による開催 

      協議委員・評価委員の委嘱、学校経営計画、学校経営報告の確認 

    今年度の年間行事計画の確認 

   第２回 令和２年１２月１日（火）内部委員８名、協議委員７名 

     委員紹介、これまでの教育活動に関する報告 

    学校の新型コロナウイルス感染症予防対策と、それに伴う教育活動等 

    協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価の内容検討、協議 

   第３回 令和３年２月中旬予定 

    新型コロナウイルス感染症対策のため（緊急事態宣言下）、書面による開催 

学校評価アンケート結果と分析、次年度の計画 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

   第１回 令和２年１２月１日（火）内部委員３名、協議委員３名 

    学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察 

    今年度の学校評価の実施に向けた観点や項目の検討、実施時期の検討 

第２回 令和３年２月中旬    内部委員３名、協議委員３名 

    新型コロナウイルス感染症対策のため（緊急事態宣言下）、書面による開催 

アンケート集計結果の分析・考察等 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

   「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

  ・１２月 全校生徒   対象：９３８人  回収： ９０２人  回収率： ９６．２％ 

  ・１２月 保護者全員  対象：９３８人  回収： ７７８人  回収率： ８０．２％ 

  ・１２月 教職員    対象： ５８人  回収：  ５４人  回収率： ９３．１％ 

（３）主な評価項目 

   ・学校生活充実度、教育課程、授業内容、生活指導、教育相談、道徳、土曜授業、補習・講習、部活動、

学校行事、施設・設備、保護者対応、読書活動、体罰防止、防災教育、ライフワークバランス、高大

接続等新しい入試に対する項目に加え、本年度は新型コロナウイルス感染症関連の項目について評価

している。 

（４）評価結果の概要 （校長や学校全般への意見・提言内容） 

  ・生徒はおおむね本校の教員の授業について満足している。 

・生徒及び教員は土曜授業の回数について、多いと感じている。 

  ・例年と同様、施設・設備に対する不満や要望が、生徒、保護者、教員のすべてにおいて高い。 

（５）評価結果の分析・考察 

  ・評価結果として毎年施設・設備への不満が生徒、保護者、教職員からあげられていることに対して早

急に校舎の改装を進める必要がある。 

  ・ライフワークバランスについて、現状における教職員の生徒に対する手厚い指導との調整を図る必要

がある。 
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  ・新型コロナウイルス感染症対策のためのオンライン授業について、次年度以降も引き続き改善を図っ

ていく必要がある。 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

  ・生徒の学校評価アンケートの結果から、学校生活が充実していると答えた割合が昨年度よりも増加し

ていることから、生徒にとって今年度の学校としての取組や教育課程が評価されていると学校評価委

員会としては捉えている。    

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

  ・学校の魅力を外部へ発信するための広報活動をさらに充実させていく必要がある。（高校募集が終了し

たので、今年度からは小学生に対する広報に力を入れる） 

  ・教職員のライフワークバランスについて、長時間勤務を行っている教員が存在することから、学校行

事の見直し等の検討が必要。 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

   ・生徒・保護者に対して、機会あるたびに学校の教育方針を説明し理解を得る。 

   ・生活指導については、生徒の発達段階に応じて今まで以上に保護者との連携を強化する。（特にＳＮＳ

の利用等について） 

   ・生徒が主体的に学ぶ学習活動をさらに充実させていく。（探究活動の充実） 

  ・教職員のライフワークバランスについて、協議委員の意見を参考に、業務の改善を図っていく。 

（２）学習指導 

  ・生徒が主体となって意欲的に学ぶ姿勢を身に付けさせるために、現在以上に学習指導の充実（アクテ

ィブラーニング等の活用等）を図る。 

  ・今年度高校１年、２年で実施した「探究」を中学にも波及させ、６年間を通した教育活動として充実

させていく。 

（３）特別活動 

  ・学校行事の実施内容等を見直し、より深い体験を行うことができるようにする。また、中学生の文化

祭への参加方法についても検討する。 

  ・新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら実施できる行事を計画する。 

（４）生活指導 

  ・生徒や保護者へ生活指導の方針について丁寧に説明し、理解を得る。 

（５）進路指導 

  ・キャリア教育を一層充実させ、自らの進路について主体的に考えさせる態度を育成する。 

  ・分掌として新たに「研究部」を設け、６年間を通じた進路活動を計画、実施する。 

（６）健康・安全 

  ・健康な体つくりのために体力向上をすべての教育活動において充実させる。 

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ８人 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

６ ２      

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、職員会議及び企画調整会議には参加していない。 

８ その他 

 ・例年のことであるが、老朽化した施設・設備について改築や改修を含めて要望する。 

 ・令和３年度開催予定の１２０周年・１５周年記念行事について、準備を進める。 

 ・次年度も新型コロナウイルス感染症対策について適切に対処し、充実した教育活動を計画、実施して

いく。 

  


